
点数　各項目20点満点

No 投稿者 タイトル 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

5 深山隨園 憑依 一般審査員A 16 15 15 16 15 77 母親にべったりだった？　元から変だった？　休んでいた会社に復帰できるという保
証はあるのでしょうか。シロに憑かれていて変になっていたから会社を休んでいた、
のであれば、復帰できるのでしょうが、その前から休職していたのであれば、会社に
いけるようになるとは限らないのでは？　マザコンに犬の幽霊が憑いて会社にいけ
なくなってましたって話？　そうか、そういう話か。ただ、それだけ……なのか？

5 深山隨園 憑依 一般審査員B 5 5 5 6 5 26 まず親父の方がヤバいですね。息子は取り憑かれてるなら正常ですね。お盆なのに
仕事を休んでいて、お盆明けに復帰するって客商売ですかね。話の中にいろいろは
ぶいた方がいい部分がありますね。

5 深山隨園 憑依 一般審査員C 17 17 17 15 18 84 最後の最後で息子が社会人だということがわかる・・・驚きました。これは意外な設
定、面白かったです。愛犬が憑依していたというのも、恐ろしいよりむしろ微笑まし
く、温かい気持ちになりました。個人的に好きな設定です。ただ、社会人の息子が母
親にべったりというのは、少し違和感があるな、と思いました。シロが主人公に懐い
ていたことを強調したかったのだとは思いますが、母親にベッタリという部分は削除
しても、遜色はないと思います。文章もスッキリして良いのではないでしょうか。ま
た、シロがこのタイミングで息子に憑依するきっかけになった事象が盛り込まれてい
るとリアリティがあってよかったのではないかと思います。例えば、シロの写真を息
子が見つけてきた、とか。

5 深山隨園 憑依 一般審査員D 14 16 17 16 16 79 最後の一文で不気味さが倍増しました。子どもが憑りつかれる、という状況の先入
観を上手くついた作品でした。二回目読むと違う怖さが味わえる内容でとてもよかっ
たです。

5 深山隨園 憑依 一般審査員E 15 15 15 15 20 80 最後の一文がとても良いですね。つい無意識に子どもの姿の息子を想像していまし
た。読了後に、時々赤ちゃん返りをしている点から、歪な家族なのかも…と深読みし
てしまいます。左足を引きずっているものも、シロが憑いているのではなく、もしかし
て暴力…？と歪み考察で沼る何度読んでも楽しめる作品になっいると思いました。

5 深山隨園 憑依 一般審査員F 16 16 17 16 18 83 最初、息子の様子から勝手に未成年を想像していたのですが、休んでいた会社にも
復帰できるだろう、という文面で、息子が社会人だったところが意外でした。動物霊
に取り憑かれるようなお話も結構あると思いますが、それは狐憑きだったり、何か罰
当たりな行為をした為に祟られる、といった話が多い中、過去に飼っていた愛犬に家
族が取り憑かれる、というのはそれも意外といえば意外でした。ただ、愛犬が亡く
なってから十年も経ってから取り憑くというのは現実的には殆ど無いんじゃないか
な、とは思います。お盆にはあの世から霊が現世に戻って来る、とはよく言います
が、愛犬が戻って来ていた、と思うと、怖いというよりちょっぴり切なくも嬉しいよう
な、そんな複雑な気持ちになりますね。

5 深山隨園 憑依 一般審査員G 18 17 20 17 19 91 小さい子の話かと思ったらラスト一行でそれなりに大人だと知って一瞬思考が止まり
ました。犬みたいな動きの前に、母親にべったりってどういうこと？　赤ちゃん返りで
ハイハイ？　本当に怖いのは息子なのでは？という、一つ解るとドミノ倒しのように
恐ろしさが出てくるところは面白かったですね。恐怖の中でも嫌悪的な恐ろしさという
か、生理的に理解ができない怖さがあります。これまで審査している中で初体験の
感覚だったので新しさの点数が跳ねました。

5 深山隨園 憑依 一般審査員H 3 3 6 5 6 23 怖さ、不思議だとは思いますが、少なくとも怖くはないです。鋭さ、最初に息子の年
齢を仄めかしておいても良かったのでは？このまま読むと赤ん坊か幼児の行動かと
思い、不気味ではありますが、鋭さに通じるかと言うと、、です。新しさ、飼っていた犬
が息子に取り憑いたのが、奇行の原因という面白い仕掛けですね。ただ、怪奇譚と
捉えるならば、最後の一文により上手く繋げられると良かったのにな、と思いました。
ユーモアさ、四つん這いの息子という何とも言い難く奇妙で不気味な場面から始ま
る。ある種のユーモアは確かにあります。ありますが、、で、結局何だったの？という
印象が拭えません。広く一般に読まれる事を前提にするならば、読み手の読解力頼
みな仕掛けは極力避けた方が良いとは思いますね。意外さ、取り憑くくらいですか
ら、生前何か「息子」に何か虐待でもされていたのかと思いきや、でした。そういう意
味で意外ではありました。

5 深山隨園 憑依 一般審査員I 9 10 10 10 12 51 この掌編、とてもバランスが良くて上手いですね。まず「息子の奇妙な行動」が淡々
と描かれ、読者がじわじわ不安を感じ始める導入が丁寧です。特に“四つん這い”
“スープをぴちゃぴちゃ”など、動物的な仕草の具体性が効いていて、怖さとユーモア
が同時に立ち上がっています。そこから「左足を引きずる」に気づく一瞬の鋭さが非
常に良く、物語全体のトーンがスッとホラー方向へ傾く転換点になっています。さらに
“シロ”という名前が出た瞬間、怖さよりもどこか優しい気配が漂うのが巧みで、ホ
ラーとノスタルジーが共存しているのが魅力的です。オチがお盆の終了とともに戻
る、という静かな終わり方も余韻があり、読み終わった後に温かさと不思議さが同時
に残る佳作になっています。

5 深山隨園 憑依 一般審査員J 15 16 15 17 15 78 愛犬が取り憑いたという傍迷惑な話で面白かった。そして、旦那さんは、気がついて
よかったと思う。

合計 128 130 137 133 144 672
No 投稿者 タイトル 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

2 京朔太郎 クローン人間 一般審査員A 16 17 15 17 16 81 「これが人を刺す感覚か！」じゃねえよｗ。マッドサイエンティストの顔が想像できる。
4コマ漫画のような怪談。よくできているが、それ以上でもそれ以下でもない。ただ、
わざわざ「自分の」クローンにした、というところが、注目のポイント。人は誰でも自分
の中に嫌いな一面を持っていて、時にはそれが自分にとって大きくなって、自分を殺
したくなるのかもしれない。哲学的に深く読むことはできる。ただ、そこまで考えて
作ったようには思えない、かな。知らんけど。

2 京朔太郎 クローン人間 一般審査員B 7 7 6 7 6 33 クローンを作って殺す感覚を味わいたいサイコパス感はいいんですがどうでもいいっ
て言われそうですが数十年って言い回しが普通は使わないなと思っちゃいました。

2 京朔太郎 クローン人間 一般審査員C 18 16 16 15 15 80 ここまで短い文章の中に、こんなに濃い恐怖のエキスを凝縮したこの作品、素晴らし
いと思いました。人間の身勝手さを表現した人怖、何度も読み返してしまいました。
その度に恐ろしさが込み上げてきます。一つ気になったのは、クローン人間を殺すこ
とが合法的な殺人だと表現されていること。果たしてそうなのでしょうか。クローンに
関する法律はもちろん整えられてはいないと思いますが、だからといってクローン人
間の殺人を合法的と捉えていいのか？主人公のこの思考すら人怖を強調するため
に盛り込まれたとしたら、作者の恐怖に対する飽くなき探究心に拍手を送ります。

2 京朔太郎 クローン人間 一般審査員D 12 15 16 18 16 77 超短編でしたがブラックユーモアたっぷりな作品で面白かったです。クローンをそう
いう使い方する視点が新しかったです。ただ、短すぎて本人かクローンどちらがしゃ
べっているのか瞬発的に分からなかったのがもったいなく感じました。

2 京朔太郎 クローン人間 一般審査員E 15 15 15 15 15 75 どちらが刺した側で、どちらが刺された側なのか、視点があえて曖昧にされている点
がとても面白い作品でした。「これが人を刺す感覚か！」というセリフの冷たさと不穏
さいいですね。クローンというテーマの「同一人物同士の対峙」が、短い文量の中に
うまく凝縮されていると思います。文字数に余裕があるので視点がぶれる瞬間をもう
一段階濃く描くと、恐怖の落差がおきて良かったかなぁ…と感じました。

2 京朔太郎 クローン人間 一般審査員F 18 17 19 16 19 89 話としては短いですが、非常に怖いですね。発想がもう怖い。まあ、他人を犠牲にす
る事を考えたらまだましか、と思えなくはないですが、そんな理由でクローン人間を
作ろうとする事がヤバいですね。クローン人間を作る話は他にもあると思いますが、
合法的に殺人を犯す為に自分自身のクローンを作り出す、というのは新しいと思い
ました。意外性も高いです。一ヶ所だけ、ようやく私のがクローンが…という文で、私
のがの〝が〟がミスなのか、不要な接続詞として入っているのが残念でした。そこで
鋭さの評価が若干低くなってしまいました。

2 京朔太郎 クローン人間 一般審査員G 13 12 16 16 14 71 まさにマッドサイエンティストという言葉が相応しいお話ですね。クローンに人権は必
要か否か、そういう倫理的にどうなのかという部分でも感がさせられるというか、そう
いうところが個人的に気になります。実際に死んだ死体はどうにか処理されるわけ
ですから、それの処理もどうなるのか。半端に処理したのでは事件になってしまうよ
うな気も…。怖いというより、考察が色々出てくる方に気持ちが持っていかれます。
ほかにないSF要素が面白いとは思うのですが、怪談のコンテストとすると少し怖さ
が弱いかなと思いました。

2 京朔太郎 クローン人間 一般審査員H 4 4 6 4 5 23 怖さ、全く感じられませんでした。嫌な話ですが、怖くはありません。鋭さ、サイコパ
ス、マッドサイエンティスト？であろう主人公の背筋が凍るような表現が欲しいです。
新しさ、クローンを作った目的には吃驚ですが、トータルで見ると新しさはあまり無い
ですね。ユーモアさ、主人公の馬鹿げた言動、思考、です。ただこれも物語全体とし
て見れば、ユーモアとまでは言えない気はします。意外さ、クローンを作った目的、
の部分ではそうですね。しかし、狂気を描くならもう少し明確に、丁寧に書かないと、
唐突、無理筋に感じてしまいます。

2 京朔太郎 クローン人間 一般審査員I 10 11 11 12 11 55 このショートは一発ネタの切れ味がすごいですね。まず“クローンが完成した”という
SF的ワクワクを一瞬だけ提示しておいて、次の行でいきなり血が落ちる。そこからの
「これが人を刺す感覚か！」という異常なテンションへの急旋回が気持ちよく決まっ
ている。

怖さは短いぶん説明がなく、動機が「合法的に人を殺すため」という狂気一本勝負。
だからこそ鋭さとユーモアが際立って、悪い意味でなく“ひどい話”に振り切れている
のが快感。意外性も強く、ここまで短くて起承転結すべて暴力でねじ伏せるタイプは
珍しい。

まとまりとしては、ブラックユーモアのパンチが効いた極端なショートホラーとして、か
なり上質にまとまってると思います。

2 京朔太郎 クローン人間 一般審査員J 17 18 17 17 15 84 自分で人殺しをやりたいからクローンをつくるという狂気じみた執念がコミカルになっ
ていて面白かった

合計 130 132 137 137 132 668
No 投稿者 タイトル 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

9 やま 愛孫 一般審査員A 16 15 15 17 15 78 こちらも、安直すぎる。最終選考における平均のような怪談。面白くないわけではな
いのだが、このパターンの怪談はこのコンテストでも鉄板なので、「またこのパターン
かよ」となる。しかも、年齢に関する叙述トリックが多い。確かに、面白いからよく使わ
れているのだと思うのだが、みんなが使いすぎると、面白みが薄れてしまう。ただ、
母乳を与えているところを想像すると、クスリと笑える部分はあるので、ユーモアは
少しあると思う。ただ、「怪談」のコンテストにおいて、そこは本質ではない。

9 やま 愛孫 一般審査員B 7 7 5 7 6 32 怖い話で関わり合いのある人物2人ともがイカれてたら、怖さがブレるのでオチに使
う片方は飛び抜けてないと面白くないです。

9 やま 愛孫 一般審査員C 15 15 15 15 18 78 祖母と孫の関係性が恐ろしいです。母乳が出ない乳首を吸わせたとは、いったいど
んな意味があったのでしょうか。成人男性を引き取るとは、その男性にはなにか自
分で生計を立てられない理由があったのでしょうか。謎が謎を呼びます。最終的に
孫が祖母を殺してしまったのは、祖母の異常な愛情（ある意味性的虐待？）に耐え
かねたのか、それとも元々凶暴的な性格だったのか。程よく考察の余地が残されて
いて、バランスの良い作品だと思いました。題名の付け方もスッキリとしているけど
テーマが盛り込まれていて、とても良かったです。

9 やま 愛孫 一般審査員D 11 12 13 13 10 59 読んでいて苦しくなりました。最後のオチに持っていくために、初めに「子どもが幼
い」という印象付ける描写があるのだと思いましたが、どれだけ小さい子どもでも祖
母がおっぱいをあげようとするのはそれだけで嫌悪感を催す行為なのでその発想は
不気味でした。

9 やま 愛孫 一般審査員E 15 20 15 20 10 80 きしょこわい。他の作品に比べて圧倒的な気持ち悪さで尖っています。「母性の暴
走」が後半の展開に向けてじわじわと効いてますね。特に「おっぱいをあげた」という
一文が、物語全体の狂気を底上げしたと思います。伏線の使い方がとても上手い怪
談だと思いました。

9 やま 愛孫 一般審査員F 18 17 17 17 18 87 怖いというよりも気持ち悪さが勝ってしまう、そんなお話。これも先入観によるミス
リードを誘い、最後に意外な真実を明かされる、といった形のお話になりますが、小
さな子供、それも母乳というキーワードや寝かしつける、というような言葉からまだ非
常に幼い、赤ちゃんに近いような孫、というのをイメージしながら読んでいましたが、
実は二十歳の成人だった、というのが意外であり、気持ち悪いところです。Aさんが
孫に殺されることになってしまった理由はわかりませんが、恐らくは間違った愛情の
示し方によるものであったのではないでしょうか。

9 やま 愛孫 一般審査員G 13 18 17 10 19 77 色々気になるところはありましたが、まず娘さんは本当に病死だったのか？というと
ころ。赤ちゃんプレイにしてもお祖母さんのを吸って母乳が出ないと怒る異常性。気
持ちが引くというか、嫌悪感の強い恐怖ですね。生理的に理解したくないというか、
理解の範疇を超えている話というか。ただ、インパクトを強くしたいという思いを出し
すぎているかなと思いました。怖いというよりは気持ち悪いというのが勝ってしまった
ので、怖さの得点は控えめです。どこを一番怖くしたいのかに焦点を当ててみるとも
う少し怖くなったかなと思います。

9 やま 愛孫 一般審査員H 6 5 6 4 4 25 怖さ、怖いというよりひたすら気持ち悪いです。引き取られた孫もお祖母さんも。鋭
さ、は少なくとも感じられません。緊迫感が無いです。新しさ、ここもあまり。予定調和
的だと感じます。細かい設定でなく大元の部分が「よくある話」になっていると思いま
す。ユーモアさ、要素がどこにあるのか理解出来ませんでした。意外さ、まぁ、子供
だと思っていたらなんと、成人男性。という点が肝なんでしょうが、これも狙いすぎで
す。結果、よくあるオチに。文章の簡潔化は悪く無いですが、ストーリーに奇抜さを乗
せようとして上手くいっていない典型的な例だと感じます。

9 やま 愛孫 一般審査員I 10 11 10 11 11 53 この短編は、一見ほのぼのとした孫との日常描写から突然、衝撃的な結末に転じる
構成が印象的です。Aさんの献身的な姿や、母親代わりとしての微笑ましい日常描
写が読者の安心感を作り、そのギャップで恐怖が倍増します。最後の一文で「孫」が
成人男性であることが明かされる瞬間、平和な日常が一転して異常事態に変わる
意外性は鋭く、ホラーとしての効力が高いです。恐怖と衝撃が短い文章に凝縮され
ており、余韻も強い作品です。

9 やま 愛孫 一般審査員J 18 16 18 15 18 85 薄気味悪い話なのか、認知の問題なのかがよくわからない話で、最後の年齢が
オープンになったところが、気持ち悪さを強調して、よかったと思う。

合計 129 136 131 129 129 654
No 投稿者 タイトル 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

4 赤戸青人 しごおわ 一般審査員A 14 14 14 14 14 70 これは怪談じゃなくない？　なんの仕事かわかんないから。デビルハンターなのかも
しれないし、エクソシストなのかもしれないし、悪人を殺す殺し屋なのかもしれない
し。さすがに情報を絞りすぎて、意味不明になっています。アニメのキャラのセリフ
だって言われても納得するし、あるいは全然違うセリフだって言われても納得する。
いずれにしても、文脈によって意味が全然変わるので、文脈がわからない以上、評
価できない。

4 赤戸青人 しごおわ 一般審査員B 5 5 6 6 5 27 怪談というには内容がないような気がします。くらいつまらないです。学生のイジメの
現場みたいな感じなのに仕事って言ってるのがまた変でしたね。人を殺す怖さを出
すならコンビニ行って来るくらいの気軽な方がまだ、怖くなりそうです。

4 赤戸青人 しごおわ 一般審査員C 17 15 16 18 16 82 この短文で話を完結させる、素晴らしい才能だと思いました。また、殺人のあとの楽
しみがあまりにもささやかすぎて、不気味さを強調していました。ただ、もう少し情報
は欲しかったです。仕事、とありますが、殺し屋なんでしょうか。それとも、普段は普
通の生活を送っていて、たまたま誰かに頼まれて殺人を犯している？その辺りがわ
かる表記があると、もっと作品にのめりこめたような気がします。表記するタイミング
が難しいかもしれませんが、もし殺し屋なら最後に一行「わたしは殺し屋」と入れるだ
けでリアリティが出たのではないかと思います。

4 赤戸青人 しごおわ 一般審査員D 10 12 12 10 12 56 これだけの短編であれば、もっとキレのある言葉で一気にたたみかけるような台詞
で綴っていただきたかったです。鋭さ、ユーモアに振り切れる内容だったと思うので
もったいない。

4 赤戸青人 しごおわ 一般審査員E 15 15 15 15 15 75 テンポの良さが際立っていて、冒頭から一気に読者を引き込むスピード感がありま
すね。主人公の狂った情熱と、仕事終わりのルーティンの異常な優先順位が生む価
値観の崩壊がとても魅力的でした。場面描写を一切入れず、モノローグだけで状況
を成立させている点も私は好きです。

4 赤戸青人 しごおわ 一般審査員F 18 18 18 17 18 89 これも短い作品ですが、怖さ、鋭さ、新しさ、意外さ、ユーモアさ、何れも高く詰め込
まれたお話でした。最初、読んでいて、明るくポップな感じに話が進んでいくのにうん
うん、と共感を覚えるものの、最後の一文で一気に恐怖へと落とし込む、そんな展開
に作者さんの文才を感じました。このお話の主はサイコパスですね。殺しの仕事とそ
の後の楽しみのギャップが凄いです。

4 赤戸青人 しごおわ 一般審査員G 18 16 15 17 17 83 殺し屋的な話なのかなと思ったんですけど、早く帰ってやることがかなり一般的な思
考なところから、昨今話題となっている闇バイトのような話と考えるととても怖くなりま
した。どちらの意図で描かれているのかはわかりませんが、人を人とも思っていない
存在がすぐ隣にいるのではないか？ということを考えさせられるところが鋭さの得点
に繋がっています。厭な話系としては簡潔でとても良かったです。ただ、解釈が分か
れそうかな？ということも考えられたのでそこは少し気になりました。

4 赤戸青人 しごおわ 一般審査員H 5 5 6 7 7 30 怖さ、人怖系最近増えましたね。悪いとは言いませんが、心霊的な怖さが無ければ
怪奇とは言えないのでは？鋭さ、短くまとまっている分、鋭さは無いです。主人公の
残虐性をより伝わり易く入れた方が良かった気がします。新しさ、オチの付け方は面
白いですね。よりコンパクトに纏めようという意図はよく分かります。ユーモアさ、ブ
ラック要素はあります。意外さ、怖さポイントってそこ？という点では、意外ではあり
ます。主人公が実は気がついて無いけれど、死者を殺し続けている、など何処かあ
の世との境界線を越えている部分があっても良いのではないかなと感じました。

4 赤戸青人 しごおわ 一般審査員I 10 11 10 11 10 52 このセリフ、軽い口調なのに内容が完全に殺意なのが最高に不気味で面白いです
ね。まず、推し活とかコンビニ飯みたいな“普通の幸せ”を語っているのに、そのため
に「だから早く死ね」と平然と言い切るギャップが強烈です。怖いんだけど、どこか笑
えてしまうバランスが絶妙で、ブラックユーモアとしてかなり完成度が高いと思いま
す。特に「寝落ちするまで観るの」という柔らかい言葉のすぐ後に殺意が続くのが、
読者の思考を一瞬止める良い意外性になってます。殺しが彼女にとって“家に帰る
前の仕事の一つ”くらいの感覚なのが伝わってきて、日常と狂気が混ざり合う感じが
とても印象的です。

4 赤戸青人 しごおわ 一般審査員J 17 15 15 17 16 80 人殺し側の人怖怪談という面白い切り口だった。

合計 129 126 127 132 130 644
No 投稿者 タイトル 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

12 京朔太郎 私はいない 一般審査員A 15 16 16 15 15 77 動かなくなったのでこれを機会に、ということなのか、それとも、最初から仕組まれて
いたのか、よくわからないが、姉が可哀想な気もするし、そうはいっても、姉がどの程
度の乱暴者だったのかわからないし、情報が足りているようで足りていなくて、ただ、
父が何らかの洗脳をほどこして、姉が自分の存在を否定するよう仕向け、自殺まで
導いたような気はしていて、母も父がそれをできるとわかっていたのだろうと考えた。

12 京朔太郎 私はいない 一般審査員B 6 5 6 5 5 27 私の知識が足りないせいか、初めから最後まで意味が分からず怖さが伝わってきま
せんでした。せめて父親の背景だけでもわかったら、よかったかもしれません。

12 京朔太郎 私はいない 一般審査員C 15 15 15 15 18 78 乱暴者の姉の性格がおとなしく変わってしまう、この設定が面白いと思いました。ま
た、自分が自分でなくなったことを苦に死を選択した姉の行動は、非常に共感ができ
ました。設定自体はとても良いのですが、全体的に何を表現したいのかがわかりづ
らかったです。父親は黒魔術のようなものを姉に施したのでしょうか。乱暴ものがお
となしくなる、なんとなくロボトミー手術を思い出しました。物理的にではなく、精神的
にロボトミーのようなことを施したのでしょうか。もう少しヒントが記述されていると、
もっとよかったです。想像を刺激してくれる要素が少なかったのが残念です。

12 京朔太郎 私はいない 一般審査員D 14 14 13 17 14 72 どちらが本来の姉の姿だったのか謎が残る作品でした。両親が妹に何を隠している
のかも気になります。薄暗い雰囲気の短編らしい内容でよかったです。

12 京朔太郎 私はいない 一般審査員E 15 10 15 15 10 65 SF的な不穏さがにじむ設定で、今回の投稿ショート怪談の中でも個性を感じる作品
だと思います。父が何かを「修理するように」呟いて姉が再起動する場面など、普通
の怪談とは異なる方向性の怖さがあり、引き込まれました。創作としては自殺という
結末が正解じゃない気もします。姉じゃない「何か」が混ざるような伏線の積み方が
あっても面白かったかも。

12 京朔太郎 私はいない 一般審査員F 17 16 17 16 17 83 乱暴者で両親も手を焼く程だった姉が、ある日突然大人しくなった。それは何かある
でしょう。両親が催眠術のようなものを使って姉をコントロールし始めたのか、はたま
た霊的なものの力を借りたのか。何れにせよ、父親が姉をコントロールしているよう
ですね。それでも、体は人形のように操れても、思念までは完全にコントロール出来
なかったのでしょうね。それだけ自我が強かったのかもしれませんが。自分の意思で
動けない操り人形になってしまったら私ならどうするだろう？完全支配なら死ぬ事さ
えも出来ないのだろうか。そんな人形のような生き方は出来ればしたくないですね。
話をかけても…の文のところ、〝を〟は必要ないと思います。

12 京朔太郎 私はいない 一般審査員G 14 17 13 10 11 65 オカルトな儀式で姉に何かしたとも考えられるんですが、個人的にはロボトミー手術
をしたのかなとも思いました。自分が自分ではなくなってしまったかのように思えて自
殺してしまう人がいたこと、この手術を巡って殺人事件が起きたことも考えると私は
ロボトミー説を押したいと思います。「よし」というのも動物に指示をするような感じが
して機械的です。もしくは何かの洗脳を受けてこうなってしまったのか？　家族の厄
介者だったとしても、こんな終わり方になるはずではなかったのでは？と思います
し、この残された妹も今後こういうことをされるのではないか？という嫌な余韻の残る
お話でした。

12 京朔太郎 私はいない 一般審査員H 8 10 6 3 5 32 怖さ、嗚呼多分こういう事なんだろうな、、と考えながら読み進める感じですね。ある
程度の怖さは感じます。鋭さ、ここも淡々と、かつ不気味な雰囲気のまま進んでいく
様子がなかなか鋭さを感じます。新しさ、ここは弱いかな。これ、恐らく死者の蘇り、
からの蘇った者が結局死を選ぶ、という事なんですよね？そもそも蘇りそのものが
題材として新しいとは言い難いと思います。ユーモアさ、一番感じられませんでした。
登場人物達の感情がまるで伝わって来ないからでしょうかね。意外さ、主人公や家
族がこの状況を躊躇なく受け入れている所です。

12 京朔太郎 私はいない 一般審査員I 11 11 11 10 12 55 この話は、“家庭の中で進行する異常”の描き方がとても効いています。姉の乱暴さ
から突然の静けさへの変化、その理由が誰にも分からないまま不気味に積み重
なっていく感じが怖いですね。特に、父が姉を寝室に連れていき、何かを“ブツブツ呟
く”場面は、何が起きているのか分からないまま異様さだけが濃くなっていって強烈
です。家族として信頼しているはずの父親の行動が一番理解できないという構図
が、恐怖を倍増させています。

そして、姉が残した「私はいない、私じゃないなら、死ぬ」という言葉は、乗っ取りなの
か、精神の異常なのか、あるいは父の関与なのか、いろいろ想像が広がる余韻を残
します。説明をあえて排した構成が、余計に“家庭内の闇”を際立たせた良い怪談に
なっています。

12 京朔太郎 私はいない 一般審査員J 18 15 16 17 16 82 錯乱してしまったのか、それとも、もっと怖い話なのか、わけがわからないところが面
白かった。

合計 133 129 128 123 123 636
No 投稿者 タイトル 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

8 やま タロウとの思い出 一般審査員A 16 15 15 16 15 77 少し安直すぎるのではないかと思った。このコンテストにおける、最終選考における
平均のような怪談。「なにがなんでもグランプリをとる！」って意気込む必要まではな
いが、もう少し冒険してもよかったかもしれない。意味不明な怪談で高評価を得るの
も難しいが、だからといって、意味が完全にわかるもので高評価をとるのも難しいと
思う。まあ、タロウが幸せだったならそれで……よくねーよ！？

8 やま タロウとの思い出 一般審査員B 7 6 5 5 5 28 昔からありがちな、じつは人間でしたってオチは分かりやすすぎて、そこに持っていく
までにバレた時は急につまらなくなるのがイタイですね。

8 やま タロウとの思い出 一般審査員C 15 15 15 15 16 76 犬を飼っていたかのように思わせて、実は飼っていたのは人だった、というオチが恐
ろしいです。この発想はなかなかできないと思います。作者の想像力に拍手を送り
たいです。犬小屋がどこにあったのかは文章からは判断できませんが、外だとする
とリアリティが無いように感じました。流石に家の外の犬小屋に人が繋がれていた
ら、近所の人が放っておくはずがないからです。家の中のゲージの中で、というよう
な表記があったならば、他人が介入しない環境での出来事で現実味が増すのでは
ないかと思いました。

8 やま タロウとの思い出 一般審査員D 11 15 13 12 10 61 タイトルで怪談ジャンキーはオチが読めてしまったような気がします。それでも不気
味さや鋭さをもっと出せたのでは、と感じました。タイトルにあるように「思い出」という
なら、もっと愛情を注いだ描写を入れていただけるとオチで怖くなったと思います。

8 やま タロウとの思い出 一般審査員E 15 15 5 15 10 60 穏やかな回想から一転、「髪の毛」の一文で読者が気づく構図が効いていて、静か
な恐怖へ落とす流れはとても上手だと感じました。ただ、その完成度ゆえに、よく見
る型に収まってしまい、物語全体がどこか既視感に寄っている点も少し惜しい印象
です。もう一段踏み込んだ違和感や、伏線で個性がでると良いですね。

8 やま タロウとの思い出 一般審査員F 17 17 18 16 18 86 先入観がいかに間違った認識をしている可能性があるのか、という事を感じさせてく
れる、そんなお話でした。犬小屋、タロウ、親戚から貰われてきた、吠えていた、ボー
ル投げをした、等の愛犬とやりがちな事だったりキーワードが完全にミスリードを
誘っていますね。最後の最後、白髪だらけの髪の毛、という一文でタロウが犬じゃな
くて人間だった、というオチに怖さを感じる訳ですが、それと共に意外性や新しさも感
じました。ヒトコワにはなりますが、タロウが貰われてきた時の年齢と亡くなった時の
年齢、主さんの年齢が気になります。

8 やま タロウとの思い出 一般審査員G 13 17 15 14 16 75 これは本当に胸糞悪い話だなと…。親戚の家からもらわれてきた、最初は慣れずに
吠えていたというところを考えると、もらわれてきたのは幼い子なのかなと推察しまし
た。そしてペットのように扱われ、最後は無残にも白髪頭になって死んでしまう、救い
がないですねー。数日なんとなく思い出してしまいそうな厭なお話です。怖いというよ
り心に刺さるお話でした。短い中に色々な想像が浮かんでくるような余韻があり、良
かったと思います。

8 やま タロウとの思い出 一般審査員H 8 7 6 5 5 31 怖さ、人怖ですね。もう少し怪異の要素が欲しいです。鋭さ、最後まで読んで、改め
て読み返すと鋭さも感じられはします。新しさ、動物前提で読んだら実は、、パターン
は結構あると思いますので、そこまで新しいとは思えませんでした。ユーモアさ、どう
でしょうね？最後の種明かしの部分にユーモアを感じられるか次第ですね。個人的
にはこういう表現は好きではありません。苦手です。意外さ、ここも弱い。○○と思わ
せておいて実は△△だった。これをやられると読み手としては、嗚呼又か、と感じて
しまいます。やはり、定型的なものに意外性をプラスするのは難しいですね。

8 やま タロウとの思い出 一般審査員I 10 10 11 12 10 53 愛犬タロウとの日常の描写から始まり、読者を安心させる一方で、最後に明かされ
るタロウの「白髪の老人」という事実が、全体を一変させる恐怖を生み出していま
す。最初は可愛らしい犬の思い出として読んでいたのに、現実と幻想が交錯するラ
ストで背筋が凍ります。優しさや哀愁と同時に、得体の知れない不気味さが静かに
迫る短編で、日常の中に潜む恐怖を巧みに描いています。

8 やま タロウとの思い出 一般審査員J 18 17 16 18 19 88 ペットの話かと思っていたが、最後の人怖要素には、ゾッとさせる構成になっていた
のが、非常によかった。

合計 130 134 119 128 124 635
No 投稿者 タイトル 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

6 バート&ニュータ こだま 一般審査員A 17 16 15 16 15 79 霊的な存在のシカを殺そうとしたおじさんは食べられて、関係者だと思われたぼく
は、コエを奪われた。いつまでもぼくのコエを使われるわけにはいかない！　取り返
さなければ！　そう、これはぼくとシカの、コエをめぐる、戦いの物語！　　　　ってい
う展開を予想します。普通の人は声を奪われたら、取り返そうとすると思います。ファ
ンタジーの序章としても使えると思いました。怪談として読んでも、まあまあ面白いと
思います。しかし、私はファンタジー展開を期待します。

6 バート&ニュータ こだま 一般審査員B 6 7 7 6 8 34 なんか気をてらいすぎてわけわかんなくなってませんか。殺されそうになったから、
ならわかりますがただ出会っただけで声もらうわって意味がわかりません。しかも、
すでに喋ってるのに。

6 バート&ニュータ こだま 一般審査員C 17 15 15 15 16 78 しかはなんだったのでしょうか。山の神？それとも妖怪？おじさんたちが殺され、し
かの血肉になったであろう表現が、とても恐ろしく不気味でした。雪の白と血の赤を
彷彿とさせる表記が、脳裏に鮮やかに場面を思い起こさせ素晴らしいと思いました。
主人公は声を奪われたことで「こだま」という題名を選択されたのだと思いますが、
個人的になんとなくしっくりこない感じがしました。こだまはこちらの声に対して同じ言
葉を返してくる事象なので。「命の代償」など、声を捧げたことで生き延びたことを強
調するような題名が良いかな、と思いました。

6 バート&ニュータ こだま 一般審査員D 16 13 18 16 15 78 最後まで読んでこの形式で描かれているのが理解できました。子どもが日記を書い
ているような流れで平仮名が多く、鹿ではない別のものかと思いながら読んでいたら
そのまま鹿で思わず初めから読み直してしまいました。一人で雪山に行ったのかな
ど、状況が省かれすぎていて理解に時間がかかってしまいました。

6 バート&ニュータ こだま 一般審査員E 10 5 5 10 10 40 雪の森と「声を奪うシカ」という設定がとても魅力的で、世界観そのものに強いポテン
シャルを感じました。ですが、すでに会話をしているのに「声をもらう」という展開が少
し唐突で、恐怖へつながる流れが弱まってしまっている印象を感じました。せっかく
骨を食む描写や、おじさんたちの失踪といった不穏な伏線があるので、奪われた「ぼ
くの声」が次の犠牲者を森へ誘うなど、連鎖する絶望展開があっても良かったかも…
と思いました。

6 バート&ニュータ こだま 一般審査員F 17 16 17 15 17 82 秋になると、家の周辺でもよく鹿が鳴く声を耳にするので、鹿は割りと身近な存在と
して感じている。ただ、鹿に作物を食い荒らされた、というような話も聞くし、地域に
よっては害獣として駆除の対象となっているのも事実だ。鹿は基本的に草食だから、
人を食べる事はないだろうけど、現実ではあり得ないからこそ、鹿がおじさんらしき
遺体をバリバリ食べていたと思うと怖くはある。その鹿は山の神様だったのでしょう
か。声を奪われただけで命まで取られずに済んだと思えば良かったかもしれないで
すが。でも、自分の声が森から響いてくるのはやっぱり怖いですね。

6 バート&ニュータ こだま 一般審査員G 12 14 13 13 13 65 山神様なのでしょうね。小さい子は何歳なのかな…これは個人的にこんな描写があ
ればよかったなというところですが、7つまでは神の子といわれますから、まだ7歳に
もなっていないという描写があればもっと良かったなと思います。声がなくなっただけ
では済まないのでしょう。幻想的で畏怖のような怖さがあるお話でした。「昔こういう
ことがあったから冬の森には入ってはいけないよ。」というような、昔話を聞いたかの
ような読後感があります。

6 バート&ニュータ こだま 一般審査員H 4 4 5 3 5 21 怖さ、ほぼ感じませんでした。「しか」の正体が分かりづらいです。何だこれ？という
疑問符の方が強く出て来ます。鋭さ、ここもあまり。淡々とはしていますが、それ以上
のものを感じません。新しさ、怪奇というより昔話や説話集のようなテイスト。ただ通
しで見ると格別な新しさは、、。ユーモアさ、は私には分かりませんでした。人を食べ
る描写でもう既に。「しか」のキャラクター付けもっとやっても良かったかも。意外さ、
主人公は何故か「声」を奪われるという結末。いや、なんで？なんだか巻き込まれた
だけなのに、理不尽な話ですね。

6 バート&ニュータ こだま 一般審査員I 11 10 11 10 10 52 この作品は、雪景色の静けさと“しか”の得体の知れなさが絶妙に絡み合い、背筋が
ぞくっとするホラーです。一人称の子ども視点で語られるため、見えているものだけ
が迫ってくる不気味さがあります。「バリバリ」「骨みたい」「赤いまだら」といった断片
的描写が恐怖を増幅し、しかの「声をもらう」という言葉が神秘的でぞっとする余韻を
残します。ラストの「雪の森からひびくのは、ぼくの声……」が、短いながらも世界観
を完結させ、印象深く恐ろしい読後感を残します。

6 バート&ニュータ こだま 一般審査員J 15 16 15 12 17 75 しかというよくわからないナニカの話で、ただ、訳がわからない感じだった。

合計 125 116 121 116 126 604



No 投稿者 タイトル 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

10 高樹信羽 金縛り１００選 一般審査員A 15 15 16 17 16 79 冒険心は感じられるし、ユーモアがある。ただ、そのユーモアが少しスベリ気味な気
がしなくもないし（いや、スベってる）、ウケを狙いすぎて怖さはまったくない。これは
少しもったいないことである。ウケを狙ったはいいものの、そのウケはそこまで面白く
もなく、そのウケのせいで怖さが死んでいる。要するに中途半端なのである。金縛り
の話だから、へたにウケを狙った語り方にするよりも、怖さに全振りした語り方をした
方がよかったかもしれない。金縛りって、結構怖い話になる可能性を秘めてるから。

10 高樹信羽 金縛り１００選 一般審査員B 6 6 6 6 6 30 リポーターのフリしてるのわかってるのにそれに乗っかって喋って、あげく首絞めら
れてうわーってどういう事でしょうか。話をもうちょっとちゃんと作って欲しいです。

10 高樹信羽 金縛り１００選 一般審査員C 15 15 15 16 15 76 金縛りに種類があるという設定が面白いです。また、それをインタビューするという
のも、オカルト脳を刺激するシチュエーションでとてもよかったです。一つ矛盾がある
と思ったのは、インタビューを受けている人が金縛りに合っていると言いながら、レ
ポーターの首を絞めてくること。しっくりこなかったです。金縛りというより、何かに取
り憑かれているように感じられました。「金縛り100選」という題名はとても面白いです
が、「憑く」という言葉を使った方がよかったのではないかと思いました。

10 高樹信羽 金縛り１００選 一般審査員D 10 8 14 16 14 62 金縛りなのに普通にしゃべれるのか…？という腑に落ちない展開でした。状況が不
明すぎて読み終わってから「あ、うん。そうか…」という感想しか出てきませんでした。
設定は面白かったです。

10 高樹信羽 金縛り１００選 一般審査員E 10 5 10 10 10 45 金縛り100選というタイトルに期待が高まっただけに、説明に寄った展開が続き、肝
心の恐怖に入りきる前に勢いがそがれてしまった印象がありました。後半の「リポー
ターを装った男」が急に首を締めてくる流れは確かに不意打ちで、その瞬間の怖さ
はありますが、タイトルが持つ広がりとの結びつきが弱いため、やや肩透かし感が
残念です。

10 高樹信羽 金縛り１００選 一般審査員F 17 16 17 17 16 83 私自身も金縛りの体験はあるにはあるものの、所謂、睡眠麻痺と言われているもの
で、霊的なものが原因ではないので、その怖さは想像するしかない訳ですが、リポー
ターのふりをした霊による金縛りというのはちょっと面白いし、ユーモアは感じます
が、首を絞められるのは嫌だし怖いですね。ただ現れるだけなら怖くてもまだ我慢も
出来そうですが、危害を加えられるのは受け容れ難い。よく、何度も金縛りに遭って
いるから慣れた、というような話も聞きますが、身体が動かなくなる時点で睡眠麻痺
でもやっぱり怖い。金縛りに遭う恐怖心は幽霊が出る、出ないに関わらず私は慣れ
そうにない。

10 高樹信羽 金縛り１００選 一般審査員G 10 10 16 19 15 70 なんとなくコミカルさを感じたお話でした。リズムのいい展開なので読んでいて小気
味いいです。金縛りについてリポートしているという状況がなんなのかと思ったらか
けてる本人からのアンケートというのは斬新ですね。怖さはそこまで強くないです
が、ユーモア点が高かったです。短編はさくっとお話が終わる分、リズムが良かった
り、読後感が良かったりすると得点が上がりやすいなと考えているで、こちらのお話
はその点が評価に繋がったと思います。

10 高樹信羽 金縛り１００選 一般審査員H 4 3 6 4 4 21 怖さ、文体が軽快なテンポのためもあるでしょうが、怖さは感じられませんでした。
ちょっと仕掛けが凝りすぎてますね。鋭さ、ここもあまり。新しさ、金縛りを題材にイン
タビュー形式で現しながらあのオチに持っていくのはなかなか新しいとは思います。
ユーモアさ、ラストの種明かし、うーん。ユーモラスな側面もありますが、高得点とま
ではいきませんでした。意外さ、レポーターが幽霊で金縛り起こしてる張本人だっ
た、というのは確かに意外さはあります。ただ、日常から突如として非日常へ、という
展開そのものは然程意外性は無いように思います。

10 高樹信羽 金縛り１００選 一般審査員I 10 11 12 12 10 55 この作品は、読者の予想を巧みに裏切る展開が鮮やかです。最初は金縛りの怖さ
を語る軽い会話に見えるのに、突然、暴力的で現実的な恐怖に切り替わる緊張感
が鋭く効いています。「幽霊が100体いれば…」という軽妙なやり取りが逆に不穏さを
増幅させ、最後の一瞬での首絞めは衝撃的で意外性があります。ユーモアと恐怖が
混ざったバランスも絶妙で、短い文章ながら強い印象を残す作品です。

10 高樹信羽 金縛り１００選 一般審査員J 15 15 17 19 17 83 ストーリーの構成が秀逸だと思う。なんでもない感じから、最後の緊迫感がらでるテ
ンポがよかった。

合計 112 104 129 136 123 604
No 投稿者 タイトル 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

11 やま ハロウィン 一般審査員A 15 15 16 15 16 77 単に自分の奥さんを轢いてしまった、というだけの話。本当にそれだけの話なので、
特に感想はない。他人事だと思っていたら、完全に自分事だったというところが、面
白さのポイントかもしれない。ただ、読後感が良くないので、それでユーモアさの点
数が上がったわけでもない。かといって、怖さの点も別に上がらなかった。胸糞の悪
さと怖さは、完全に同じものではないからである。最後に、飲酒運転はやめましょう。

11 やま ハロウィン 一般審査員B 7 8 6 5 6 32 話の作りはしっかりしていて面白いんですが、妊娠した人が仮装パーティーに行き、
身重でありながら車の行き交う道路を横断するのは、嘘くさくてダメですね。

11 やま ハロウィン 一般審査員C 16 18 15 15 18 82 飲酒運転に運転中の携帯操作、最悪ですね。神か悪魔かはわかりませんが、主人
公の悪行は見逃さなかった。しっかりと罰が与えられました。幽霊的な怖さと見せか
けて実は人怖、作者の設定力が素晴らしいと思います。彼の身重の妻については
気の毒としか言いようがありませんが、この理不尽さも作品に恐怖の彩りを添えてい
ると思いました。楽しいはずのハロウィンを恐ろしいものに変えてしまう、そのギャッ
プがこの作品の恐ろしさを増長し、後味の悪さを残して読者を楽しませてくれます。
非常に良い作品でした。

11 やま ハロウィン 一般審査員D 16 13 12 15 12 68 読み終わってからタイトルに戻りぞっとしました。クズすぎる生き方をしていると因果
応報がある、という話でよかったです。

11 やま ハロウィン 一般審査員E 5 5 5 5 5 25 登場人物すべてが不幸になる構図で、読後に強い嫌悪感が残る作品でした。老婆
だと思い込んだ相手が、実は妻だったという構図自体は衝撃がありますが、読者の
感情の重さが「悲しみ・飲酒運転・ひき逃げへの怒り」へ寄りすぎてしまい、怪談とし
ての面白さよりもやるせなさが前面に出てしまった印象です。怖さより倫理的な嫌悪
が勝ってしまう点は読者の好みがわかれそうです。投稿者さんと奥様が被害者で復
讐として投稿しているなら厭な話だと思いました。

11 やま ハロウィン 一般審査員F 18 17 17 16 17 85 悪い事は出来ない、身勝手な言動はいつか身を滅ぼす、といういい例でしょうか。そ
もそも飲酒運転するのは間違っているし、運転中に携帯に出るのもご法度だし、轢
き逃げなんて論外だし、自分本意にも程がある。罰が当たったと言ってしまえばそれ
までだけど、なるべくしてそうなったというか、自業自得ですね。この話の主の思考が
怖い。人間性に非常に怖さを感じます。老人であろうと何であろうと人を跳ねておい
て逃げるなんてもっての他だし許されざる行為だ。ハロウィンだからといって箍を外
すと痛い目に遭うかもしれないという教訓。

11 やま ハロウィン 一般審査員G 15 18 15 10 18 76 血の気が引くような、突き刺さる恐怖ですね。ドライバーとしての責任を果たしていれ
ば可能性があったはずなのに、そもそも飲酒運転なんてしなければ…という取り返し
のつかないお話でした。ガツンとした恐怖というよりは、じわじわ嫌な気持ちの広が
る怖さという感じがしました。最愛の人たちを一瞬で全部自分が壊したという絶望感
と恐怖、考えたくもない厭なことを簡潔に描かれていました。内容も現実的でイメー
ジのしやすい、怖い話として良かったと思います。

11 やま ハロウィン 一般審査員H 5 6 5 3 4 23 怖さ、怪奇というよりは人怖、ですね。怪異の観点からの怖さも欲しいです。鋭さ、最
後の展開のキレは良いと思います。ただ全体を通してとなると、それほどではありま
せん。新しさ、ここはあまり感じられませんでした。赤の他人だと思っていたら家族
だった。既視感が拭えません。ユーモアさ、個人的に全く感じ取れなかったです。限
りなくブラック、、と解釈できなくもありませんが。意外さ、正直、構成は上手いです
が、轢いた相手=妊娠中の妻だった。ここの逆転劇そのものは手法としては寧ろ古
典的です。ど真ん中でなく敢えて少しずらした終わり方でも良かった気がします。

11 やま ハロウィン 一般審査員I 10 10 10 10 10 50 この作品は恐怖と衝撃の二段構えが鮮やかです。最初に酒の影響や携帯電話とい
う日常的要素で安心感を作りつつ、黒い帽子の老婆という突然の異物が登場し、一
瞬で日常が崩れる恐怖が鋭いです。衝突の描写は生々しく、逃げたくなる心理がリ
アルに伝わります。しかし、最後のオチで「老婆＝妻」という意外性が効いており、恐
怖がユーモアや奇妙な驚きと混ざる独特の後味を残します。短い中で恐怖と衝撃を
巧みに組み合わせた作品です。

11 やま ハロウィン 一般審査員J 18 17 16 17 18 86 ブラックユーモアが効いていて、後味の悪さが目立った話だった。悪いことをすると
悪いことが返ってくるという典型的な話になっていてよかった。

合計 125 127 117 111 124 604
No 投稿者 タイトル 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

3 京朔太郎 浮気調査 一般審査員A 16 16 15 16 16 79 浮気じゃない……お答えいたしかねます？　よくわからない。頭が混乱している。あ
の人はいったいこの廃墟で、何をしていたの？　お答えいたしかねます？　お金を
払っているのだから答えなさいよ。てっきりラブホテルだとばかり……どうしよう、混
乱しているわ、私。「ごめんね」って、彼は何かしたの？　写真の女性との関係は？　
ああ、どうしよう！　何もかもわからないわ！　どうしよう！

3 京朔太郎 浮気調査 一般審査員B 6 7 6 5 7 31 探偵にお金を出して頼んでいるのにお答えいたしかねます。は、めっちゃ萎えまし
た。逆にそこが1番重要なので逃げずに考えて欲しかったです。

3 京朔太郎 浮気調査 一般審査員C 15 15 15 15 15 75 廃墟の中でどんなことが行われているのか、いろんな可能性が考えられますが、も
う少し考察するためのヒントが欲しかったです。わからないことが多すぎて、なんとな
くモヤモヤ感が残りました。設定は面白いと思いました。奥様がご主人が浮気をして
いると考え、探偵に調査を依頼した結果、廃墟の仏壇で女性の遺影に対してごめん
ね、と謝罪を繰り返すご主人の姿が見えてくる・・・なかなか思いつかない設定だと思
います。矛盾するかもしれませんが、探偵がご主人が何をしているのかわからない、
ではなく、答えかねると言っているのも、不気味さを醸し出す効果的な演出だと思い
ました。

3 京朔太郎 浮気調査 一般審査員D 11 10 13 15 13 62 会話だけでこちらに場面を想像させてそれぞれで感じ取ってください、という形式は
いいと思いますが個人的に怖さを感じられませんでした。読み手に委ねる範囲が広
すぎて短編ならではの直感的に感じられる怖さ、ユーモアが薄まってしまっている印
象です。

3 京朔太郎 浮気調査 一般審査員E 5 10 5 15 10 45 廃墟へ通う夫の行動や、奥の部屋に残された仏壇と「ごめんね」で埋め尽くされた
ノートの描写が、不安をじわじわ積み上げていく良い構成だと感じました。私の主観
ですが、最後の「お答えいたしかねます」というセリフが調査員が言わないセリフのよ
うに感じました。もう少し含みを持たせる表現でも良かったかもしれませんね。例え
ば、仏壇の女性が相談者本人である、という方向に寄せると、夫の狂気がより際立
ち、物語全体の恐怖に深みが出る気がしました。

3 京朔太郎 浮気調査 一般審査員F 17 17 18 18 17 87 色々な考察が出来るような、怖いけれど、ある意味とても面白いお話でした。想像力
が掻き立てられますね。旦那さんの浮気を疑って調査を依頼していた奥さんにして
みれば、何がなんだか、狐につままれたようで困惑してしまいますよね。旦那さんは
廃墟で一体何をしているのでしょうね。廃墟の中にあった仏壇の写真の女性と旦那
さんの関係は？『ごめんね』の意味は？色々と謎だらけで答えがわからないところが
興味深いですね。浮気調査で対象が廃墟に行く、というのは新しく、意外性も感じま
した。実際にこんな報告を聞かされたら気持ち悪いだろうけど、怪談の作品としては
ユーモア性も高いと感じました。

3 京朔太郎 浮気調査 一般審査員G 7 6 10 6 6 35 幽霊と浮気してたということ？それとも元々は不倫相手で、何かあって殺してしまっ
たから遺体を解体していた？元々不倫相手で幽霊になったけど罪悪感で通ってい
る？ちょっと考察の幅が広がりすぎてしまって怖いよりも「？」の印象が強くなってし
まう作品ですね。まさにこの浮気調査をお願いしている奥様と同じ気持ちになってい
る感じです。ちょっと理解が及ばないので点数がかなり低く出てしまいました。もう少
し考察をリードできる要素があると良かったと思います。

3 京朔太郎 浮気調査 一般審査員H 5 4 7 6 6 28 怖さ、怖くは無いですね。特に怪奇が起きるわけでも、何かが出てくるわけでも無い
ですし。鋭さ、弱いです。緊張感、ひりつく空気がありません。新しさ、霊的なものが
全く登場せず、夫の奇妙な行動と廃墟にある仏壇とで不気味さを演出している部分
は新しさも感じます。ユーモアさ、夫の浮気調査頼んだら、予想外の廃墟通い。これ
で怖さがあればよりユーモアも強調されたでしょうが。意外さ、誰かに害が及んだり、
脅威にさらされたり、といった実害は無い所です。全体的にもう曖昧な所が多く、釈
然としないストーリーです。こういう曖昧模糊としたものがお好きな方向けだと感じま
す。

3 京朔太郎 浮気調査 一般審査員I 11 11 10 12 12 56 この話、“いやな余白”のつくり方がうまいですね。調査員が淡々と説明するほどに、
読者の想像だけがどんどん増えていくタイプ。廃墟、仏壇、「ごめんね」で埋まった
ノート――どれも説明不足なのに、情景だけがハッキリしていて、むしろ語られない
部分が怖さを作っています。

夫の行動の目的が明かされないまま、「浮気調査は続けますか？」と急に現実へ引
き戻すラストも秀逸。重苦しい謎の最中で唐突に戻される、その温度差がブラック
ユーモアになってる。

怖さも意外さもちゃんとあるのに、どこかコントめいた空気が残るのが独特で、新鮮
さにつながってる。短いのに“背後の物語”を感じさせる、完成度の高いショートでし
た。

3 京朔太郎 浮気調査 一般審査員J 17 15 17 16 18 83 浮気調査怪談という初めてのジャンルで、面白かった。旦那さんが何をしていたの
かが非常に気になります。

合計 110 111 116 124 120 581
No 投稿者 タイトル 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

1 京朔太郎 無敵な人 一般審査員A 16 17 15 18 16 82 ギャグがウリの怪談ですな。不謹慎か。まあ、あんまり調子に乗るのはよくありませ
んよね、特に幽霊相手には。私たちも気を付けなければいけない。人間はこの世の
すべての仕組みを理解することはできないのだから、常に慎重かつ謙虚でなければ
ならない。そのことが理解できず、調子に乗った「無敵の人」がいたとしたら、そいつ
は単なるバカだろう。まあ、でも、今回のケースはちょっと理不尽ですな。なんなら宝
くじの見間違いからして、幽霊が仕組んだことかもしれませんね。

1 京朔太郎 無敵な人 一般審査員B 5 6 7 6 7 31 話の流れとまとまりは悪くないんですが内容がちょっとありえなすぎて評価が下がり
ましたね。

1 京朔太郎 無敵な人 一般審査員C 17 15 15 17 15 79 宝くじに当たって気が大きくなると言う設定が非常に面白かったです。気が大きく
なって幽霊に罵詈雑言を浴びせかけ、その報復で変死する、目新しい起承転結だと
思いました。恐ろしさの中にユーモアもある、いろんな楽しみ方ができる作品だと思
いました。そうでしょうね、幽霊からの何かしらのアクションはありますよね。最悪の
形で報復されましたね。題名については、もう少し幸福と不幸が交互に来ることを匂
わせるものにしたらいかがでしょうか。禍福は糾える縄の如し、から拝借して、『禍
福』などいかがでしょうか。

1 京朔太郎 無敵な人 一般審査員D 8 8 12 15 11 54 内容がほぼ頭に入ってこなかったです。会話調の展開はいいと思いますが、あまり
怖さもなくユーモアに振り切った作品として読ませていただきました。

1 京朔太郎 無敵な人 一般審査員E 10 5 5 10 10 40 いろんな方向に考察ができる怪談に感じました。幽霊に歯向かったから変死したの
か、この内容を語る人の感覚が怖いのか、喜びと不幸の緩急のせいで変死したの
か。怖さの度合いが読み手によって変化する点が面白いと思いましたが、難易度の
高さにもなっているように感じました。

1 京朔太郎 無敵な人 一般審査員F 18 18 18 18 18 90 宝くじの当選は、まあ、金額にもよるとは思いますが、高額の当選をしたら、それは
もうテンションが上がるだろうし、そんな時に幽霊が出てきても、そんなハイテンショ
ンだったら確かに怖くもなくなるかもしれませんね。そんな、当たった、と喜んでいた
宝くじが外れていたとわかったらガックリとしてしまうだろうし、幽霊が怖くなくなった
からそれだけでも良かった、なんて思えるだろうか。最後、そんな友人が部屋で変死
していた、というのは意外だし、怖いですね。幽霊の怒りを買ってしまったのでしょう
か。総合的に良かったですし、会話調なのも良かったです。

1 京朔太郎 無敵な人 一般審査員G 13 10 10 10 10 53 勢いで罵詈雑言を吐いてしまったから幽霊の怒りを買ってしまったということでしょう
か。もしくは調子乗ってしまったことに逆恨みでやられてしまったのか…もし意味が
解ると怖い話だとしたら私では理解できなかったので私は自分の考察のまま評価さ
せていただきます。会話形式なので読みやすいとは思いますが、怖さがちょっと伝わ
りにくいかなと感じました。友人が幽霊に殺されるまではささっと言って、その後にな
にか大きなオチをつけるというのでも良かったかなと思います。

1 京朔太郎 無敵な人 一般審査員H 5 5 6 6 7 29 怖さ、感じられませんでした。どこに焦点を当てているのか分かりづらいです。鋭さ、
良くも悪くもノリが良いテンポ。その為、鋭さとは真逆です。新しさ、きっかけが「宝く
じ」という部分では確かに。ただ、最後に死にオチを持ってくるのは定番です。ユーモ
アさ、友人のそそっかしさと無双状態になる辺り、でしょうか。意外さ、友達が宝くじに
当たった事から家にいる幽霊への接し方が変わる、という一風変わった入り方。とは
言え、肝心の幽霊側の心情？と言うか意図が読み取りにくかったです。最後、変死
させたのもよく分からなかったですね。

1 京朔太郎 無敵な人 一般審査員I 7 7 7 8 7 36 この話は、怖がらせるというより“ゆるい雑談の延長で、ぽんっと不穏さだけ置いてい
く”タイプのショート怪談ですね。テンポが軽いのでホラー感は薄いんだけど、そのぶ
ん「え、そんな終わり方？」という拍子抜けが独特の味になっている。宝くじの見間違
いでテンションがおかしくなった友達が幽霊にピースしたり暴言吐いたり…という流
れもどこかコミカルで、怖いというよりシュール寄り。オチの変死も因果が説明されな
いぶん、乱暴というより“夢の話を聞いたときのようなモヤっと感”が残る。不気味とい
うより脱力系の不条理さが楽しめる作品でした。

1 京朔太郎 無敵な人 一般審査員J 17 15 15 18 16 81 宝くじが本当は当たっていたが、そう無くされたのでは？とおもったりしたが、どんな
相手にもリスペクトが大事なんだと思わせるユーモアのある怖い話だった。

合計 116 106 110 126 117 575
No 投稿者 タイトル 評価者 怖さ 鋭さ 新しさ ユーモアさ 意外さ 合計 書評

7 虚無僧 シシ鍋 一般審査員A 15 16 15 15 14 75 これも怪談には思えなかった。その「雰囲気」は出ているが、あくまで「雰囲気」でし
かなく、明るい話を想像しようと思えばできてしまうので、怪談じゃないと言い切るこ
とも可能である。雰囲気頼みもいいのだが、こちらの想像に委ねる割合が大きすぎ
ると、私は評価を下げる。たんに大人達だけで飲み会してるだけかもしれない（そん
なわけないのだが）。何らかのメタファーがあって、私の知識がそれを認知できてい
ない可能性もあるが、それも含めての評価である。

7 虚無僧 シシ鍋 一般審査員B 6 8 6 7 8 35 物語のエピローグで終わっちゃってるんで、もう少し怖さのカケラを見せて欲しかった
です。

7 虚無僧 シシ鍋 一般審査員C 15 15 15 15 15 75 方言がいいですね。リアリティがあります。シシ鍋の連絡が来た家の子供が早くに寝
かされるのも、不気味さを醸し出してとても良い設定だと思いました。子供には見聞
きさせたくない恐ろしいことが起きることは想像に難くありません。惜しいのは情報が
少なすぎて、何が起こるのか想像しづらいことです。読み手の想像力を引き出すテク
ニックなのかもしれませんが、個人的にはもう少しヒントが欲しかったです。ある程度
の確証を得て、スッキリしたかった。お父さんはちゃんと戻ってきたんでしょうか。

7 虚無僧 シシ鍋 一般審査員D 8 10 10 12 10 50 何かしら怪異が起きなくても不思議な話は全て怪談、という定義の下で成り立つ話
だと思いました。布団の中にいるのに集会場だけ灯りが点いているのを知りえたの
は何故でしょう。誰か同級生がこっそり見に行ったことがあるのでしょうか。小さな集
落の怪しい風習の話は好きですが、どこに怖さを感じたらいいのか分かりませんで
した。

7 虚無僧 シシ鍋 一般審査員E 5 5 5 5 5 25 日常にひそむ異質さを描こうとしている雰囲気は魅力的で、「シシ鍋」という言葉に地
域の風習や秘密めいた匂いが漂っている点はとても良いと思いました。ただ、読者
が恐怖へたどり着くための手がかりがほとんど示されていないため、どこに非日常
の入り口があるのか掴みにくく、期待だけがふくらんでしまう印象です。「投稿怪談」
という場でなくとも、読み手が怪談だと感じる組み立てを意識すると良いかもしれま
せん。

7 虚無僧 シシ鍋 一般審査員F 18 17 18 18 17 88 これも非常に想像力に委ねられる、読む人にとって怖くもあり、怖くもない、そんなお
話。直接的に霊が出てくるとか、ヒトコワ、といったものではないけれど、シシ鍋とは
一体何なのか、何の隠語なのだろう、と想像だけが膨らみます。子供達が早々に布
団に入れられ、家々の電気が落とされ、集会所の明かりだけが灯されるなんて、尋
常ではない。その正体を知りたいような、知りたくないような…。魔物的な香りがする
のはきっと私だけではないはず。

7 虚無僧 シシ鍋 一般審査員G 12 14 13 17 14 70 こちらもオカルト的な解釈をすると山神様の類のお話なのかなと思いました。イノシ
シはよく山神様の化身や、神様の姿自体がイノシシといわれることも多いです。なの
で、シシ神様に関する行事であることは確実なのかなと考えました。一方でヒトコワ
的な考え方をすると、誰かを殺して山に埋めるとかなのかなと。恐らく前者の山神様
の類で、その行事をしている間は子供に危害を加えられないようにしているのだと思
います。こちらも村の伝承みたいなお話で雰囲気のいいお話でした。

7 虚無僧 シシ鍋 一般審査員H 3 3 4 3 3 16 これは、、そもそも意味が分かりません。最近特にですが短編部門は謎かけなもの
が多いですね。という訳で、怖さ、感じようがありません。鋭さ、多少薄気味悪さはお
りますが、鋭さは特に感じませんでした。謎の風習？の一端でも描いたらまた違った
でしょうが。新しさ、申し訳ありませんが、意味が分からなすぎる為、新しいかどうか
評価しようがありませんでした。ユーモアさ、も感じられません。もう少し登場人物に
個性が欲しいです。意外さ、何だかよく分からないけれど、少なくとも父親はもう戻ら
ないんだろう、という所ですかね。奇妙なのか、グロなのか。

7 虚無僧 シシ鍋 一般審査員I 11 11 10 10 10 52 この短編は、日常の風景から徐々に異様な緊張感を積み上げる手法が巧みです。
「シシ鍋」という何気ない言葉が、子どもたちの行動や家の明かりの描写と重なるこ
とで、静かに不安を煽ります。父の行き先が明かされないまま、読者の想像力に恐
怖を委ねる構成は非常に鋭く、日常と非日常の境界を揺さぶる効果があります。最
小限の情報で「何かが起こる」と示唆する緊張感が秀逸で、後味の良い、じわじわ来
る恐怖を感じさせます。

7 虚無僧 シシ鍋 一般審査員J 12 14 15 12 18 71 わけがわからない村の風習なんだろうが、わかりにくいとおもった。

合計 105 113 111 114 114 557


